
 ベトナムの⾷⽂化を深く知ることを⽬的に、12 ⽉ 20 ⽇にベトナム料理教室を開催し、 ベトナムの⾷⽂化を深く知ることを⽬的に、12 ⽉ 20 ⽇にベトナム料理教室を開催し、
和やかな雰囲気の中で成功を収めました。和やかな雰囲気の中で成功を収めました。
 今回の料理教室には、⼤⼈に加え２⼈の⼦どもたちも参加しました。参加者は、ベトナ 今回の料理教室には、⼤⼈に加え２⼈の⼦どもたちも参加しました。参加者は、ベトナ
ムの代表的な料理である「春巻き（ネムラン）」、そしてとうもろこしのデザートムの代表的な料理である「春巻き（ネムラン）」、そしてとうもろこしのデザート

「チェー」の調理を体験。⼦どもたちは、材料の下準備や春巻きを巻く作業に楽し「チェー」の調理を体験。⼦どもたちは、材料の下準備や春巻きを巻く作業に楽し
そうに取り組みました。そうに取り組みました。
 調理の際、参加者からは、ライスペーパー、ココナッツミルク、ヌクマム（⿂醤） 調理の際、参加者からは、ライスペーパー、ココナッツミルク、ヌクマム（⿂醤）
など、⽇本にはないベトナムならではの⾷材を、実際に⾒て知ることができて新など、⽇本にはないベトナムならではの⾷材を、実際に⾒て知ることができて新
鮮だったという声が聞かれました。特に春巻きについては、⽇本のものとの具材鮮だったという声が聞かれました。特に春巻きについては、⽇本のものとの具材
や味付け、⾷べ⽅の違いなどに興味が集まりました。や味付け、⾷べ⽅の違いなどに興味が集まりました。
 また、ベトナムの伝統的な調味料であるヌクマム（⿂を塩で発酵させた、深い旨味を持つ調味料）についても また、ベトナムの伝統的な調味料であるヌクマム（⿂を塩で発酵させた、深い旨味を持つ調味料）についても
紹介しました。調理後は、完成した料理を囲んで⾷事を楽しみながら、ベトナムと⽇本の⽂化や⽣活習慣の違い紹介しました。調理後は、完成した料理を囲んで⾷事を楽しみながら、ベトナムと⽇本の⽂化や⽣活習慣の違い
について会話が弾み、⾃然な交流が⽣まれました。料理を通して互いの⽂化への理解を深める貴重な時間となりについて会話が弾み、⾃然な交流が⽣まれました。料理を通して互いの⽂化への理解を深める貴重な時間となり
ました。ました。
 今回の料理教室を通じて、⾷⽂化が⼈や⽂化をつなぐ⼤切な役割を担っていることを改めて実感しました。今 今回の料理教室を通じて、⾷⽂化が⼈や⽂化をつなぐ⼤切な役割を担っていることを改めて実感しました。今
後もこのような機会を設け、ベトナム⽂化の魅⼒を地域の皆さんに伝えていきたいと考えています。後もこのような機会を設け、ベトナム⽂化の魅⼒を地域の皆さんに伝えていきたいと考えています。

Hãy cùng khám phá Việt Nam nhé!
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